
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

みなさんは「生物多様性」をご存知ですか？ 

今回の巻頭特集では、生物多様性と、その保全のために私たちが 

くらしの中でできることについて一緒に考えていきましょう。 

そういえば、いろんな生きものがいることって最

近よく聞く「生物多様性」と関係があるのかな？ 

そのたくさんの生きものから、実は、私たちは普段の生活でも、

いろんなものをもらっているんだよ。 

表紙は、淀川の城北わんど群（大阪市）だよ。

自然豊かで、たくさんの生きものがいたね。

１．はじめに 

米（田んぼ） 

癒やし（山）

魚（海） 

薬（植物） 

木材（森林） 

 巻頭特集 大阪エコライフ（生物多様性と私たちのくらし編）

私たちは、いろいろな生きものを、食品や薬、衣服、住居として利用してい

るんだ。それに、自然豊かな山に登って、元気をもらったり。私たちはさま

ざまな生きものの恵みに支えられて暮らしているんだ。 

衣服（綿花） 
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２．生物多様性とは 

■ そもそも｢生物多様性｣って何？ 

地球上には確認されているだけで約 175 万種、

未知のものも含めると 3,000 万種もの生き物が生

息しているとされています。これらの生き物は、そ

れぞれに個性をもち、食う・食われる、花粉を運ぶ

といったさまざまな関係でつながりあっています。

「生物多様性」とは、そのような生き物の「個性」

や「つながり」を示す言葉です。※１ 

 

■生物多様性がもたらす恵み 

生物多様性は、食料をはじめとして、衣服、住居、

医療、文化・芸術、環境・防災、経済産業の分野に

至るまで、私たちに恵みをもたらし、私たちの「い

のち」と「暮らし」を支えています。（図１） 

例えば、私たちは様々な動植物から、穀物、野菜、

果物、肉、魚介類などの食料を得ていますし、野生

の種がもつ遺伝情報を活用して、品種改良も行って

います。また、私たちの衣服の原料になる絹は蚕（か

いこ）という虫が出す糸を原料にしていますし、住

宅の材料として昔から木材を利用してきました。 

もし生物多様性が失われると、このような恵みも

失われ、私たちの「いのち」と「暮らし」がおびや

かされることになります。※１、３
 

 

■生物多様性に迫る危機 

現在、生物多様性はかつてない速さで失われてい

て、世界中で数多くの野生生物が絶滅の危機に瀕し

ています。世界では 17,291 種の野生生物が絶滅の

おそれがあるとされています。※４ 

国内の野生生物では、図２の各分類で約 1 割～3

割強、計 3,155 種が絶滅のおそれのある種とされ

ています。※５
 

コラム１ 生物多様性の３つのレベル 

生物多様性には３つのレベルがあり、これらが複

雑に絡み合って、つりあいのとれた生物の多様性が

維持されています。※２ 

 

1. 生態系の多様性 

森林、里地里山、農空間、河川、 

湿原、干潟、サンゴ礁などいろいろ 

なタイプの自然のことを指します。 

 

2. 種の多様性 

動植物から微生物にいたるまで、 

いろいろな種類の生き物がいるこ 

とを指します。 

 

3. 遺伝子の多様性 

同じ種でも異なる遺伝子をもっ 

ていて、個体によって形や模様、 

生態などに多様な個性があること 

を指します。 

図１ 生物多様性がもたらす恵み 
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図２ 絶滅のおそれのある日本の野生生物の比率 

 

また、大阪府内の野生生物では、約 1 割にあたる

896 種が絶滅のおそれのある種とされていて、淀

川に生息するアユモドキやイタセンパラなどの野

生生物が絶滅の危機に瀕しています。※６ 

 

 

 

 

アユモドキ        イタセンパラ 

 

 

 

 

オオクワガタ             ギフチョウ 

写真１ 大阪府で絶滅のおそれのある野生生物の例 

 

これらの原因は、生物の乱獲や開発、里地里山な

どの手入れ不足、外来種の侵入、地球温暖化などが

挙げられます（図３）。※３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 生物多様性の危機 

コラム２ 生物多様性のもたらす恵み（医薬品編）

抗生物質のペニシリンが、元々アオカビから発見され

たことをご存知の方は多いのではないでしょうか。その

他にも、解熱鎮痛剤のアスピリンは、ヤナギの樹皮の成

分に解熱、鎮痛の効果が発見されたことから、これを手

本に合成されています。※１また、「タミフル」という名前

でよく知られるインフルエンザ治療薬は、中華料理の香

辛料、八角の成分を利用して作られています。世界で処

方されている医薬品の約 40％が自然界から得られた原

料を使用しており、熱帯雨林からは難病とされていた病

気の特効薬が数多く発見されています。 

このように、私たちは医療分野でも生物多様性の恩恵

を多く受けているのです。 

 
 
 

 

コラム３ 生物多様性に関する世界のうごき 

1992 年に開催された地球サミット（国連環境開発会

議）で、生物多様性条約が採択されました。 

今年は国連の定めた「国際生物多様性年」で、10 月

に名古屋市で開催された「生物多様性条約第 10 回締約

国会議」（ＣＯＰ１０）では、国際的に生物多様性を保

全するための合意がいくつかなされました。隣接する会

場では「生物多様性交流フェア」が開催され、11 万 8

千人を超える人で賑わいました。※７ 

 

写真３ ＣＯＰ１０併設イベント 

「生物多様性交流フェア」の様子 

写真２ 八角（左）とヤナギ（右） 
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３．私たちの生活と生物多様性 

 

■大阪の食文化と生物多様性 

かつて大阪は「天下の台所」と呼ばれ、日本の

食文化を支えてきました。現在でも、大阪は「く

いだおれ」の街とよばれるように食文化が豊かで

す。 

そこで、食べ物に焦点を当てて、食べ物からみた

私たちの生活と生物多様性の関わりについてご紹

介しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪の食文化の中でも代表的な食べ物のひとつ

といえば「お好み焼」。このお好み焼きと生物多様

性はどのような関係があるのでしょうか。 

お好み焼きで使われる主な材料をあげてみまし

ょう。図５のように、多くの材料が使われているこ

とがわかります。また、ソースには砂糖や味噌、野

菜や果物、香辛料などが含まれ、マヨネーズは主に

植物油脂と酢、卵から作られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの材料が作られる過程までみると、さらに

多くの種類の生きものが関わっています。例えば、

豚肉を作るためには、えさとして大量の穀物が必要

ですし（図６）、その穀物を作るためには肥料が必

要です。肥料の中でも、有機肥料は、植物から作ら

れたり、動物のふんに微生物の働きを利用して作ら

れます。 

様々な生きものを利用していること、それはつま

り生物多様性の恩恵を受けているということです

が、お好み焼きをひとつとっても、非常に多くの生

きものが関わっていることから、私たちの生活に生

物多様性がどれほど密接に関わっているかがわか

ります。 

図４ 「雑喉場魚市」（『摂津名所図会 4下 大坂部』より） 

図５ お好み焼きの材料 

餌を食べる豚           豚肉            お好み焼 餌になる穀物 

(とうもろこし) 
図６ お好み焼きができるまで

～生地～ 
小麦粉 

昆布だし 

鶏卵 

山芋 

～具材～ 
キャベツ 

ネギ 

紅しょうが 

豚肉 

～調味料～ 
ソース 

かつお節 

マヨネーズ 

青のり 

写真４ くいだおれの街・道頓堀通り（大阪市中央区） 
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http://www.pref.osaka.jp/nosei/naniwanonousan

butu/dentou.html 

 

 

 

■食生活が生物多様性に与える影響 

 一方、私たちの食生活が生物多様性に影響を与

えることもあります。 

 お菓子やインスタント食品、マーガリンなどの

食品のほか、洗剤や化粧品などの日用品の原料と

して使用されている植物油にパーム油があります。

パーム油はアブラヤシから採れる油のことで、そ

の需要は世界全体で伸び続けています。アブラヤ

シは主に熱帯地域で栽培されおり、その農園を開

発するために熱帯雨林が伐採され、野生動物が生

息地を失う危機にさらされています。パーム油を

国内で生産できない日本は、輸入に依存しており、

日本で使われている製品の中には、熱帯雨林を伐

採して生産されたパーム油が、少なからず含まれ

ている可能性があります。 

パーム油を扱う企業には、自然環境と地域住民

の暮らしに配慮したパーム油の生産を目指したＲ

ＳＰＯ（コラム５参照）に参加しているところが

出てきています。※８、９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム４ なにわの伝統野菜 

毛馬
け ま

胡瓜
きゅうり

、勝間
こ つ ま

南瓜
なんきん

、天王寺
てんのうじ

蕪
かぶら

、…皆さんはこれ

らの野菜がどのようなものかお分かりでしょうか？

これらは「なにわの伝統野菜」とよばれているものの

一部です。 

 かつて大阪には大阪独特の野菜が多数ありました。

しかし、戦後、農産物の生産性をあげるための品種改

良や食生活の洋風化が進み、地域独特の歴史や伝統を

持つ品種が影をひそめるようになりました。 

 近年、こうした伝統ある野菜を見直そうという機運

が高まり、復活しつつあります。常設の販売店もあり

ますので、なにわの伝統野菜を味わい楽しむことで、

生物多様性の恵みを感じるのもいいのではないでし

ょうか。 

 
 

毛馬胡瓜     勝間南瓜    天王寺蕪 

写真５ なにわの伝統野菜 

なにわの伝統野菜  検索 

コラム５ ＲＳＰＯ※８、９ 

ＲＳＰＯは、「持続可能なパーム油のための円卓

会議」の略で、パーム油生産者や製油会社、パーム

油を利用する会社など、パーム油に関連する様々な

関係者が参加し、自然環境を保全し、地域住民の権

利を尊重しながら持続的なパーム油の生産・利用を

探ろうと設立された国際的なＮＧＯ（非政府組織）

です。環境に配慮して生産されたパーム油の認証な

どの活動をしており、世界で 394 のメンバーが参

加し、日本からは９社が参加しています（2010 年

11 月現在）。 

写真６ アブラヤシ農園 
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４．私たちができること※１０、１１ 

これまで見てきたように、近年、生物多様性が失わ

れつつあり、今まさに生物多様性の保全を進めるべく

日本としても積極的に取り組んでいこうとしていま

す。 

そこで、私たちが日常の生活の中で気軽にできる取

組みをご紹介します。 

 

その１ 食料や衣服がどこでどのようにして出来て

いるかを考えてみよう！ 

今回は、お好み焼きを例に説明しましたが、食材や

衣服など、これはどこで、どうやって生産されている

のかなど考え、現在のようにたくさん“モノ”を消費

する生活を見直していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その 2 地元で取れた旬の食材を食べよう！ 

旬の食材は、自然本来の季節の中で、その時期にだ

け得られる恵みです。特に、地元でとれた食材を食べ

ること、すなわち地産地消は、地域の自然に関心を持

てるようになりますし、地域の生産者の支援にもつな

がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

その３ 生物多様性に配慮した製品を応援しよう！ 

現在、生物多様性への配慮を消費者に伝える様々な

取組みが広がってきています。 

消費者として、食材や商品を購入するとき、このよ

うな取組みに理解を深め、生物多様性の保全を応援し

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム７ 生物多様性に配慮した認証ラベル 

ＭＳＣマークは持続的に魚を食べ続けることがで

きるように、海洋の自然環境や水産資源を守って獲ら

れた水産物に与えられる認証エコラベルです。※１３ 

ＦＳＣマークは、木材・木材製品が環境・社会・

経済のすべての側面に配慮したＦＳＣの厳しい基準

に従い、適切に管理された森林から出されたもので

あることを示します。※１４ 

このような認証制度が民間主導によって取り組ま

れており、エコラベルを貼った水産物や林産物の流

通が始まりつつあります。 

 

 

 

 

コラム６ 大阪府の食料自給率※１２ 

食料自給率とは、国内の食糧消費が、国内の農業

生産でどの程度賄えているかを示す指標です。 

日本全体のカロリーベースの食料自給率は、昭和

40 年度の 73％から大きく低下し、平成 21 年度で

40％です。 

大阪府のカロリーベースの食料自給率は、平成20

年度概算値で2％と低い数値となっています。 

私たちの食生活は、周辺地域や外国からの輸入に

大きく依存しています。 

水なす 泉だこ 

写真８ ＭＳＣマーク認証製品 

写真９ ＦＳＣマーク認証製品

 

 

© 1996 Forest Stewardship Council A.C. 

写真７ 大阪でとれた食材 
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その４ 近所で自然を発見しよう！ 

都市部にも、公園、庭、森、街路、川など変化に富

んだ環境があり、身近なところに多様な自然が息づい

ています。 

歩いたり、自転車に乗って季節の変化を楽しみまし

ょう。ひょっとしたら、歩道の片隅に見たこともない

ようなきれいな花や珍しい昆虫が見つかるかも知れ

ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム９ チリメンモンスター※１５、１６ 

 みなさんは、チリメンジャコに変わった形の生き

ものが混じっているのを見たことはありませんか？

その生きものは一見怪獣のようにも見え、チリメン

モンスター、略してチリモンと呼ばれています。 

 スーパーで売られているチリメンジャコに混じっ

ていることもありますし、きしわだ自然資料館やき

しわだ自然友の会などチリモンを体験するイベント

を行っているところもあります。こうしたイベント

に参加することによって、生物の多様性に触れるこ

とができます。 

 

 

 

 

 

 シジュウカラ トノサマガエル
これが 

チリモン！ 

コラム８ 国産木材の利用 

木材自給率が 20％強の日本は、需要の大半を海外の

森林で伐採された木材に依存していますが、国産の木

材を住宅の柱や土台、梁などに用いるなど、積極的に

利用する企業も現れています。国産木材の利用は、森

林の適切な管理・間伐がもたらす豊かな植生と環境調

節サービスの向上につながるほか、海外の貴重な自然

林を守ることも期待できます。 

写真１１ 大阪府内産のイスとプランター 

～大阪府内産の木材で作った製品～ 

写真１０ 放置され過密となった人工林での間伐（左）

と持続可能な管理をされた森林（右） 

http://www.pref.osaka.jp/midori/midori/ 

g-10kawachizai.html 

河内材 検索 

全国の都道府県の中で最も森林面積が少ない大阪です

が、府内産の木材を利用した製品があります。 

写真１２ 大阪でよく見かける生きもの 

写真１３ チリメンモンスター 
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その 5 イベントに参加してみよう！ 

自然観察会や野鳥の探鳥会、里山の保全活動など楽

しく参加できるイベントがたくさんありますので、ぜ

ひ参加してみましょう。参加、体験し、そして、参加

者同士の交流を通して生物多様性の大切さの理解も

深まるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１４ 自然観察会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その 6 身近なみどりを増やそう！ 

家庭菜園や、プランターで草花を育ててみてはどう

でしょうか。チョウやとんぼや野鳥が四季に応じて訪

れるはずです。どんな小さなみどりでもさまざまな生

きものの生息・生育地になります。あなたも生きもの

のアドプト（里親）になってみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真１５ 植栽活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ペットを飼っている人へ～ 

ペットを飼えなくなったからといって安易に捨てな

いで下さい。捨てられたペットが野生化して地域固有

の生態系に影響を与え、生物多様性を大きく傷つける

ことがあります。大阪府ではアライグマやミドリガメ

等の外来種が増加しており、特にアライグマは、農作

物等への影響が大きいことから問題となっています。

ペットは最後まで責任を持って飼いましょう。 

アライグマ ミドリガメ 

～私たちができること ６か条～ 

その１ 食料や衣服がどこでどのようにして出来ているか

を考えてみよう！ 

その２ 地元で取れた旬の食材を食べよう！ 

その３ 生物多様性に配慮した製品を応援しよう！ 

その４ 近所で自然を発見しよう！ 

その５ イベントに参加してみよう！ 

その６ 身近なみどりを増やそう！ 

私たちができることをまとめたよ。

写真１６ 外来種 
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コラム１０ 市街地と生物多様性 

街の中の緑は生きものにすみかや移動経路を提供するとともに、私たち人間にも安らぎや落ち着きをもたらしてい

ます。ここでは２つの事例を紹介します。 

 

都会の真ん中に里山を再現 

大阪市北区の新梅田シティには、日本の原風景である里山を手本とした

「新・里山」が整備されています。敷地面積は約 8,000 ㎡で、コナラやクヌ

ギなど在来種を中心とした樹木が 97 種も植えられ、草花や野菜畑も配置さ

れています。剪定した枝や除草した草などは堆肥化し敷地内で利用され、ま

たできるだけ農薬を使わないなど環境に配慮されています。 

2010 年に「新・里山」の調査で確認された野鳥は 20 種、昆虫は 25 種で、近くの公園より多く、オオルリやウ

グイスなどが飛来するなど、都心部でも豊かな生態系が育まれています。 

「新・里山」の整備に関わっている積水ハウス株式会社の担当の方にお話をうかがうと「最初の整備には人は関わ

りますが、後はできるだけ自然界にまかせています。ホンモノの自然はそれ自体に力を持っています。地元の子ども

たちや近所の人々が自然を観察しによく訪れるようになりました。」ということでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

万博の森の復元 

1970 年に開催された大阪万博から 40 年が経ち、その跡地である万博公園は緑豊かな森に生まれ変わりました。

今では里山の生態系の頂点に君臨するオオタカが営巣し、都会には珍しくニイニイゼミが多く見られるなど豊かな生

態系が形成されています。（オオタカの営巣環境保全のため、営巣期間中は立入禁止区域が設定されています。） 

 

写真１７ 新・里山 

1970年万博開催当時 現在の万博公園の様子と今年確認されたオオタカの幼鳥

写真１８ 万博公園（吹田市）
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５．おわりに 

「生物多様性」と聞くと何やら難しそうな響き

ですが、大切なのは生きものがつながり合いなが

ら生きていて、私たちもそれらからたくさんの恵

みを受けて生きているということです。 

ご飯を食べられることや服を着られることは、

当たり前で、永遠のものだと考え、つい生物多様

性に対する自らの責任を忘れがちになります。 

生物多様性を保全するためには、私たち全員の

参加と心がけが重要です。 

前章でご紹介した取組みは気軽にできるものば

かりです。 

 地元で取れた旬の食材を味わったり、自宅に植

えた草花を求めてチョウやとんぼがやって来るこ

とを喜んだり、イベントで知り合った人と生きも

のの話をしたり。生物多様性を意識しながらそう

いったくらしを楽しむ心持ちで、生物多様性の保

全に取り組んでみてはいかがでしょうか。 

大阪にも、下の写真のように、いろいろな場所

にいろいろな生きものがいて、生きものとのつな

がりを感じることができます。 

 「生物多様性」は難しいようですが、そんなあ

なたの心持ち次第で、ぐっと身近な存在になるで

しょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゲンジボタル

私たちも生物多様性のことをしっかり考えて、生物多様性を保全するた

めに、自分たちができることから始めてみよう。そして、周りの人にも

教えてあげよう。 

「生物多様性」って、いろんな生きものがいてそれらがつながり合

っていることを言うんだね。生物多様性に私たちの生活は支えられ

ているんだ。 
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